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５！  

続きまして（続いてたの？）沖縄の貧困問題。ひとくちに貧困問題と言っても、課題は多方面にわたります。 

医療、福祉、教育・・・。あなたの夢がもし医療関係者なら、公務員なら、教師なら、経営者

なら、この課題にどうアプローチしますか？ 

笑う 3歳、歯ぼろぼろ 白米さえ「硬い」に里親驚き 

子どもの虫歯有病率が全国最悪水準の沖縄。虫歯が１０本以上もあったり、歯根しか残っていない未処置歯が何本もある「口腔

（こうくう）崩壊」状態の子どもたちの存在が改めて浮き彫りになった。背景に貧困の影が色濃く横たわる。 

 「えっ…」。児童相談所を通し、里子として預かった３歳１０カ月の男児がニコッと口を開けて笑った瞬間、沖縄本島南部の女性

は言葉を失った。 

 まともな歯は１本もなく黒ずんだ根元だけが残っていた。痛がることはないが、プリンやヨーグルトなど軟らかい食べ物を好み、硬いも

のは食べられない。白米さえ硬いと嫌がった。 

 男児は１歳の弟、０歳の妹と共に女性宅に預けられた。それまでは、男児の４歳上の長女が、育児放棄気味の両親に代わり３

きょうだいの面倒を見ていた。 

 主食は菓子パンやラーメン、コーラ。長女や男児が近所の弁当屋の「お手伝い」をして、売れ残りをもらうこともあったという。０歳

の妹は、おむつかぶれで皮膚がただれていた。 

 全ての歯が虫歯だった男児は１年半かけて治療した。まね事から歯磨きの仕方を覚え、永久歯に生え

替わった小学校高学年の今は虫歯ゼロ。チャーハンなどの料理が得意になった。 

 「人間らしくなったね」。歯が生えそろったのを見て、当時を知る女性の知人は思わずつぶやいたという。

女性は「あのまま親元にいれば、取り返しがつかなかったかもしれない」と振り返る。「歯磨き習慣とバランス

のいい食生活で虫歯は防げるが、子どもだけで負の連鎖を断ち切るのは難しい」と話し、「養育に悩む両

親は、行政に頼るところは頼り、相談してほしい」と訴えた。 （沖縄タイムス 2016年 10月 10日） 

 

「親は借金 絶望的」 進学諦める高校生、深刻な実態 沖縄県の調査 

 沖縄県内の高校生の約３割が困窮状態にあることが示された県高校生調査。困窮層の高校生の多くが家計のためにアルバイト

し、進学も諦めているという深刻な実態が浮き彫りになり、研究チームの識者らは「高校生らしい生活」を守るための対策の必要性を

訴えた。 

 「貧乏人は大学に行くなとしか受け止められない」「子どもたちが進学するほど、親は借金が増え、絶望的な気持ちになる」－。 

 調査の自由記述には、経済的理由で進学を諦める生徒や、子どもの夢を実現させたいと支援を求める保護者らの悲痛な思いが

あふれた。研究チームの加藤彰彦沖縄大学名誉教授は「ショックを受けるほど厳しい内容だが、生の声を聞けた」と語り、生徒たち

の訴えに積極的に向き合う体制づくりの必要性を強調した。 

 自由記述は昨年度の小中学生調査と異なり、公表を前提に実施。これまで表に出てこなかった高校生らの苦しい胸の内が初め

て公になった。厳しい経済状況の中で進学を悩む記述の中には「高校卒業と同時に奨学金３００万円の借金を背負う。大学なん

てとても行けない」などの声もあり、給付型奨学金など具体的な支援を求める訴えもあった。 

 保護者からは授業料や医療費の無償化など、支援制度の充実を求める声が多かった。入学金を用意できないため進学させられ

ず「親として情けない」など痛切な叫びが並んだ。 

 加藤名誉教授は「高校生にとって調査は受け身ではなく、自身の意見を発表する機会だった」と分析。ただ「先生たちが相談を

受け止めてくれない」との悩みや意見も多かったといい、彼らの訴えや要望を聞く機会をつくることも対策の一つとして提言した。 

 中には回答内容が学校側にばれないよう念押しした上で内緒にしているバイトの状況を書いた生徒もおり、調査を担った県子ども

社会をみる眼 

シリーズ ４ 



総合研究所の堀川愛所長は「本音で向き合うことが厳しい状況がある」と掘り起こしの難しさも指摘した。 

経済格差が学業に影 研究者ら切々と訴え 

 ６日、沖縄県庁で３時間にわたった「高校生調査」の記者発表。膨大な調査結果を分析した学識者は、高校生の学生生活や

進路に「経済的格差」が影を落としている実態を切々と訴えた。 

 大学進学率が全国ワーストの沖縄県。調査結果から「進学か就職かの選択に明確な格差がある」と導き出したのは名寄市立

大の山野良一教授。困窮層の高校生が大学などに進学しない理由で「費用の心配」に並びトップだった学力や勉学意欲の低さ

にも「経済状況が影響している可能性がある」と分析。加えて「きょうだいの進学」「親や家族の面倒を見なければならない」高校生

が２～３割いることも「大きな意味を持つ」と訴えた。 

 一方、子どもと大人の「境界」に立つ高校生が、困窮層で家計の担い手となっていることも浮き彫りになった。立教大の湯澤直

美教授は「高校生としての学生生活をどう保障するかが問題だ」と警鐘を鳴らす。自身が１５歳のとき経済的に大変苦しい暮らしをし

た保護者の約６２％が、高校生の子どもがいる現在も苦しい生活をしていると答えており、親から子への“貧困の連鎖”の可能性も

「ないとはいえない」とした。 

（沖縄タイムス 2017年 3月 7日） 

 

｢沖縄子どもの貧困白書｣ 必死さ伝わる人々の声 

 

 「子どもの背景には家族がいる。問題の本質は、親も含めて非常に貧困な状況にあるということ

だ」。沖縄大の加藤彰彦名誉教授はこう強調し、延長線上にある県全体の労働問題にメスを入れる必

要性を提言した。 

 人には「厳しいからこそ、がんばる」という側面がある。国内でもっとも子どもの貧困率の高い沖縄県は、

同時に取り組みの最先端県でもある。本書は、沖縄の子どもの貧困問題の概況を網羅しつつ、何よりも

それと格闘する人々の声を伝える。. 

 だから「白書」と言っても、行政のつくるそれとは違う。お世話になった児童養護施設に感謝しつつ、

その職員になることを目指すという当事者の声があれば、必要なのは感謝ではなく権利だという当事者の

声がある。就学前・小中高校での奮闘が語られる一方で、学校における排除の論理を告発する文章があ

る。こども食堂の取り組みも紹介されるが、他方でその限界を強調する論考もある。「ゆいまーる」に救われる一方で、「しーじゃ・うっ

とう」関係の理不尽な暴力にさらされる。ばらばらで統一感がなく、雑多だ。 

 しかしそれは同時に、沖縄の子どもの貧困対策が重層的で豊かで、厚くて熱いものであることを示してもいる。仕事として書いてい

るような人は一人もいない。「学校がここまでやる必要はない」という線引きをしない、という学校現場の取り組みや、１年３６５日の居

場所づくりという自治体の取り組みに象徴されるように、皆が熱く、それぞれの思いが行間から溢（あふ）れ出る。何とかしたい、という

それぞれの必死さが伝わってくる。それが、雑多さを豊かさにつなげる回路を開いている。 

 そして、編者である沖縄県子ども総合研究所の顧問、加藤彰彦氏の文章と、翁長雄志・沖縄県知事のメッセージがそれらを

大きく包む。ああ、沖縄の子どもの貧困対策とはこのように進められているのだなあという感慨を抱く１冊だ。 

 「子どもは未来だ」という言葉はよく聞くが、社会の階層化・分断化が進む中「われらの子ども」（アメリカの社会学者・パットナムの

著書名）という感覚は失われてきている。その中で、本書のような取り組みと、その取り組みを担う人々がいることは、沖縄にとどまらな

い日本全体の希望であるだろう。（湯浅誠・社会活動家／法政大学教授） 

【執筆者・編者】編集委員は加藤彰彦、上間陽子、鎌田佐多子、金城隆一、小田切忠人。執筆者は計４１人。沖縄県子ども総

合研究所は県唯一の子ども・子育てに特化したシンクタンクとして２０１４年設立。１５年都道府県単体で全国初となる沖縄の子ど

もの貧困率算出を行った。 

（沖縄タイムス 2017 年 11月 26日） 

読むなら 

こんな本 


